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・行方不明者4名 
・避難所数：0(6/17閉鎖） 
・応急仮設住宅：421戸 
 ※入居者408戸・1,122名 
・みなし仮設：201世帯・609名 
・義援金：769件/96,989,623円 
 
 
提供：七ヶ浜町ＨＰより 
2012年5月28日現在 
 
 
 



町の3分の1が被災 

七ヶ浜町 

人口 約2万人 
面積 東北1小さい町 





生きがい・仕事づくり「七の市商店街」 
 「あんたに髪を切って欲しい」常連客の声に被災した床屋が応急仮設住宅の部屋で

細々と営業を再開。他にも同じケースがあるのでは？ 
   ↓ 
 仮設住宅からは「買い物に行きづらい」「周辺に食べる所がない」「気軽に立ち寄れる場

所がない」という声多数。『外出の目的や楽しみ』が得られない環境。 
   ↓ 
 NPOが町役場に現状報告。中小企業基盤整備機構の支援制度を紹介し仮設店舗建

設を提案。 
   ↓ 
これによって・・・・ 
⇒「働ける人が働ける場」ができました。 
⇒「外出の目的や楽しみ」を作るきっかけにな 
  りました。 
⇒仮設店舗を中心に、お店の看板作りや商店 
  街イベントへの手伝いを通じて、町民も外部 
  ボランティアも一緒に応援の気持ちを形にす 
  ることができました。 
   

 
 
 
 

七の市商店街オープンの様子 



町の中学生やボランティアさんに看板を作っ
てもらいました 



沢山の素敵なデザイン画 
      が集まりました 



看板の色塗りや設置も、町の子どもたちやボラ
ンティアさんと一緒に行いました。 





これがうちの看板です！ 



月に1～2回のイベントも定着してきました。 





毎月数回商店街を盛り上げるためのイベントや町外から来てくれ 
たボランティアさんとの交流企画を実施しています。互いの学びや 
やる気向上の機会となっています。 



七の市商店街の自慢 
東日本剤震災を受け、元々違う場所で商店を営んでお
り、全く面識もないメンバーだったが、同じ境遇で一緒
に頑張れる仲間がいる心強さがある。 

応急仮設住宅のすぐ近くにある立地から仮設の住民方
にとって利便性の高いものになっている。 

津波により地域が壊滅し、住民の集まる場所が失われ
た。新たな集いの場所となっている。 

多くのボランティアとの出会いが自分自身の励みになっ
ている。支援をしてくれる人、応援してくれる人の温かみ、
大切さが分かる。ボランティアさんは来る度に顔を見せ
てくれる。元気をもらえて家族がどんどん増えるような気
持。 
 



佐藤鮮魚店としての悩み・不安 
仮設店舗も応急仮設住宅同様、期限付きの設備。この
生活をいつまで続けることができるのかが分からない。
（延長があるのかどうか） 

内装を支援や中古品を工面して設置しているが、中古
品などは壊れたら営業ができない。新しく設備を購入す
るだけのお金はない。 

元の代ヶ崎のお店も地域から「やめないでくれ。あんた
のところがうちらのスーパーなんだ」との要望で修繕をか
け運営をしているが、実質息子と2人で2箇所を回るの
は体力的にも仕事としても大変。 

今は外部支援者としてRSYがいるけれどいなくなってし
まったらすぐに相談できる相手がいなくなってしまうので
とても不安。 
 


	七ヶ浜町の概要
	町の3分の1が被災
	スライド番号 3
	生きがい・仕事づくり「七の市商店街」
	町の中学生やボランティアさんに看板を作ってもらいました
	スライド番号 6
	看板の色塗りや設置も、町の子どもたちやボランティアさんと一緒に行いました。
	スライド番号 8
	これがうちの看板です！
	月に1～2回のイベントも定着してきました。
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	七の市商店街の自慢
	佐藤鮮魚店としての悩み・不安

